
 ４月頃から、昼も夜も米軍機の飛行 

訓練の爆音が続いています。超低空飛 

行はないものの、夜では、会話がとぎ 

れてしまうほどの騒音です。５月１日 

のメーデーのデモをしているときも大 

きな爆音が聞こえ、米軍機の光が見え 

ました。なぜ？米軍機だってわかるの 

か。それは、群馬の空は普段は、「米軍 

機」だけしか飛んでないからです。旅 

客機など他の飛行機は飛んでは行けな 

い空域なんです。 

爆音苦情は、県内で昨年１０２６件 

 

 

 

 

 

ありました。 

 

 

 

 

日本共産党利根沼田地区

委員会の「ツイッター」を

ぜひ見て下さい。全部では

ありませんが爆音に気がつ

いたときの記事が載ってい

ます。 
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５月１日沼田十王公園で、たたかうメーデーの歴史と伝統を受け継ぎ、「働

くものの団結で生活と権利を守り、平和と民主主義、中立の日本をめざそう」

のスローガンをかかげた第８４回「利根沼田メーデー」が開催され、地域の

労働者や農業者など１３０人以上が参加しました。 

主催者の加藤貴利根労会議議長のあいさつの後、星野沼田市長、日本共産

党利根沼田議員団、清水ＪＡ利根沼田常務、奈良子どもを放射能から守る会

会長などの祝辞や報告があり、共同団体の代表があいさつを行ないました。 

その後、恒例の「大ビンゴ大会」でおおいに盛りあがり、最後に沼田市街

地をデモ行進しました。 

舞台であいさつするＪＡ利根沼田清水十三夫常務のＴＰＰ参加反対の訴えを聞く参加者 

 もし、沖縄や四国の

ように「オスプレイの

訓練が始まれば、群馬

上空はどうなってしま

うのでしょうか？ 

 下の地図がオスプレ

イの訓練予定コースで

す。 

 米軍機の飛行機雲 

 現在、８日午後６時４７分、この

ニュースを書いていますが、米軍機

の爆音が聞こえます。 

 放射能から子どもを守る沼田の会の５月定例会が、利根保健生協内会議室で

開催されました。 

 奈良会長から元群大工学部教授の五十嵐高先生の「お話を聞く会」の報告が

ありました。五十嵐先生は、各地の医師会のお医者さんたちにも「原発放射能

問題」で講演している方ですが、「利根沼田地区は、子どもはもちろん、住民

全員検査を実施して、早期発見に努めなければならない地域で、子どもは避難

させた方がよいくらい」と指摘されていたそうです。最近、子どもの甲状腺検

査で「精密検査が必要と言われた」という報告もありました。 

 次回定例会は、６月３日です。ぜひ参加を。奈良英子さん５３－２１０４ 


